
指標の示し方のイメージ 

「地域の特性に応じた生物多様性の保全」に関する指標 

 

 

 
 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

【指標 1】水源の森林エリア内の私有林で適切に管理されている森林の面積の割合 

現状値 令和３年度：91％ 

エリア 丹沢、箱根  

山麓の里山  

生物多様性 

保全への 

アプローチ 

 

丹沢エリア 

箱根 

エリア 

山麓の里山 

エリア 

手入れが不足した暗い森林 

地域特性に応じた適切な森林管理 

・人工林のスギ・ヒノキと 
広葉樹との混交林化 
 

・森林資源の持続的な活用 
による森林管理 
 

・シカ管理捕獲との連携 

 

適切に管理された 

森林面積の割合が上昇 

生きものも水土も健全で、 
なりわいも成り立ち、 
水源かん養などの 
公益的機能の高い森林へ 

水源の森林エリア 
(水源の森林づくり事業) 

別添３ 



 

 

 

 

 
 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

【指標２】丹沢山地における林床植生の状況 

現状値 

調査年度 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 

調査地点数 11 12 14 14 15 14 13 

植被率が

10％以上 

増加した地点 

地点数 6 4 2 1 3 1 0 

比率 55％ 33％ 14％ 7％ 20％ 7％ 0％ 

 

エリア 丹沢 

生物多様性 

保全への 

アプローチ 

 

※1 56 地点の調査地を５年間（毎年 11～15地点）かけて調査しています。上記は現況と
５年前の植被率（植物で覆われている地表の割合）を比較し、10％以上の増加が認めら
れる調査地点数の割合を表したものです。 

 
※2 前年度との比較ができないため、グラフとして表示していません。 

「第４次神奈川県ニホンジカ管理計画」

における保護管理区域と定着防止区域 植生定点の位置（56 地点） 

シカの過密化 
希少植物を含む 
林床植生の衰退 

土壌流出 

植生回復策 
 
・植生保護柵の設置 

 
・シカ管理捕獲 

 

・林床植生の回復 

・希少植物保全を含む生態系の回復 

・山地の土壌保全 

林床植生が回復した森林 



 
 

 
 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

  

 

【指標３】野生生物（ニホンジカ、ニホンザル、イノシシ）による農作物被害額 

現状値 令和３年度 

 
・ ニホンジカ 

  25,254千円 
 
・ ニホンザル 

   1,583千円 
 
・ イノシシ 

  31,751千円 
 

 

エリア 丹沢、箱根、  

山麓の里山、 

（都市・近郊、 

三浦半島） 

生物多様性 

保全への 

アプローチ 

 

手入れが不足した暗い森林 

生物多様性の保全を含めた農業
の有する多面的機能と、それを
支える農林業の営みを維持 

ニホンジカ 
農業被害と林床植生

等生態系への影響 

 

ニホンザル 
農業被害・生活被害・

人身被害が深刻化 

 

イノシシ 
農業被害が深刻化 

急激な繁殖 

 

生産緑地 

農用地 

人と野生鳥獣の棲み分けを図る 
 
・鳥獣の捕獲 

 
・防護柵の設置 

 
・集落環境整備 
 
生息状況、被害実態等をモニタリング 

ニホンジカの分布 
(第４次神奈川県ニホ 

ンジカ管理計画) 
 

ニホンザル行動域 
(第４次神奈川県ニホ 

ンザル管理計画) 
 

イノシシの分布 
(神奈川県イノシシ管 

理計画) 

丹沢エリア 

箱根 

エリア 
山麓の里山 

エリア 

都市・近郊 

エリア 

三浦半島 

エリア 

各野生生物の分布、行動域 



 

 

 
 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

【指標４】アライグマの捕獲効率 

現状値 令和３年度：６．２ 

エリア 山麓の里山、 

都市・近郊、 

三浦半島  

生物多様性 

保全への 

アプローチ 

 

アライグマの特性 

・雑食性 
 

・どこでも住める 

 

※ わな設置日数（晩数）あたりの 
捕獲数 

山麓の里山 

エリア 

都市・近郊 

エリア 

三浦半島 

エリア 

分布拡大 

生息メッシュ 
 

■第２次計画期間中(H23-27)
に捕獲又は目撃があったメ
ッシュ  

■第２次計画期間中にわなが
設置されたが捕獲がなかっ
たメッシュ  

■第１次計画期間中(H18-22)
に捕獲、目撃又は痕跡があ
ったメッシュ  

■隣接メッシュ 

 

生息未確認メッシュ 
 

□  

アライグマの生息メッシュと生息未確認メッシュ 
（第 3次神奈川県アライグマ防除実施計画） 

 

アライグマの捕獲 

 

 

捕獲効率  
１平方キロ当たりの捕獲数を 

わな設置数×設置晩数×100 

で割ったもの。 

捕獲効率が低いほど生息数の

少なさを示唆する。 

希少動物や多様性を
支える動物の保全 

◎ 



 

【指標５】里地里山認定協定活動の面積 

現状値 令和３年度：501,311㎡ 

エリア 山麓の里山、 

都市・近郊、 

（三浦半島） 

生物多様性 

保全への 

アプローチ 

 

山麓の里山 

エリア 

都市・近郊 

エリア 

三浦半島 

エリア 

里地里山等保全地域分布図 
（神奈川県里地里山の保全、再生及び活用の促進に関する条例） 

◎ 

 
● 地域選定及び協定認定 

○ 地域選定のみ 

・地域住民等の主体的な活動で 

保全、再生、活用が図られると 

認められる地域を、 

市町村の申出により県が選定 
 

・活動する団体と土地所有者で締

結された協定を県が認定 

 

里地里山の 
多面的機能 

 

・四季折々の風景 

・多様な生物を育む空間 

・生活文化の伝承の場 

・自然とのふれあいの場 

集落と農地・水路・た

め池・雑木林などの

農林地等が一体とな

った地域 

 


